
（別記様式第１１号）（第３の８関係） 

（大岡地域） 

 

 

 

   事 業 内 容         

 

                          

                          

                          

                          

                          

                              【のろし上げ】 

                          

                               

                         

 

 

   事 業 効 果                    【目標・ねらい】 

● 地域への愛着と連帯感                     

● 地区内外への発信                     

● 地域振興への活用               

  

 

 

                                                             

 

    

 

   今後の取り組み    

 

 

 

 

 

 

 

※自己評価欄は「Ａ」90％以上「Ｂ」70～89％「Ｃ」50～69％「Ｄ」49％以下で示すこと。 

事業名 武田信玄のろし上げ実証事業 

事業主体 

（連絡先） 

長野市大岡地区住民自治協議会 地域づくり委員会 

０２６－２６６－２１５１ 

事業区分 地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 475,810円（うち支援金：315，000円） 

活動写真）等 

自己評価（事業実施率）【 A 】 

自己評価（目標達成率）【 B 】 

大岡地区の城跡がのろし台として重要視され、要衝の

地として位置付けされていた事を、地域の歴史文化を学

ぶことから知り、のろし上げを実際に行うことにより、

地域住民の連携を深め、地域への愛着をさらに強いもの

にする。またこれらの場所を整備することにより憩いの

場としての位置づけを地区内外に広め、地域の発展につ

ながる事を目的とする。 

                        

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

 のろし上げ実証の開催により、地域住民の連帯感の強

化と絆が深まった。                         

 さらに、地区内外からの大岡への興味が掘りおこされ

たことで、地域振興を盛り上げる機運が高まり、行動に

つなげるきっかけとすることができた。                      

                                           

                                           

                                                

                                           

                          

                          

・近隣地域を巻き込んで、のろし上げ実証                                            

・地区内での山城跡地ほりおこし                                             

・山城周辺の整備                                           

・                                            

                                            

                                            


